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粘り強く効果を発揮する海岸堤防における 

基礎工のプレキャスト化（ベースブロック） 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防における基礎工形状検討 



● 概 要 

 ２０１１年３月１１日に、マグニチュード９．０という最大級の規模で発生した

東日本大震災から、５年近い月日が経過しました。 

 今回の地震や津波を踏まえた防災対策のあり方は、震災を受けてから開催

された中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震・津波対策に

関する専門委員会」において、“最大クラスの津波に対しては、住民避難を柱

とした総合的防災対策を構築して対応する”と共に、“発生頻度の高い津波に

ついては、防潮堤などの構造物によって内陸への侵入を防ぐ”という２つの対

策を基軸として進められています。 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

現行基準では対応できない部分がある 

海岸保全施設の技術上の基準・同解説／改訂新版 建設省河川砂防技術基準（案）設計編 



● 概 要 

中央防災会議 
「東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震・津波対策に関する専門委員会」 

設計対象の津波高を超えた場合でも施設の効果が粘り強く発揮できるような構造物 

裏法尻への保護工の設置による洗掘防止 
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施設が破壊・倒壊するまでの時間を少しでも長くする。 

施設が完全に流出した状態である全壊に至る可能性を少しでも減らす。 

裏法被覆工等の部材厚の確保等による流出防止 

海岸堤防における構造上の工夫として・・・・ 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● 重要と考えられるポイント 

重
要
と
考
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト 

１．裏法を流下してきた越流水の流向を、地面に突っ込まない向 

  きに変えることが、洗掘影響を遠ざける上で重要である。 

２．高流速に加えて、流向を変えるための圧力が生じることにより 

   非常に大きな流体力が作用するため、構造体の変形や不安 

   定化の発生を抑制すること。 

４．越流水を跳ねても構造体末端での洗掘が起こりうるため、構 

   造体下の地盤の浸食に繋がりにくい状況を作り出す工夫が必 

   要であること。 
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【国総研技術速報No,１ 粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討【第１報】より】 

３．構造体を水密性の高い材料から造ることが有利であるが、構 

      造体を取り巻く周辺地盤の水圧分布状況によっては、浮力以 

   外に、揚圧力に対する構造体の安定性を確認すること。 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● 裏法尻での洗掘対策の効果 
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  第１報では、裏法尻における構造上の工夫の一つとして、基礎工により越流水の流向 

を水平に変えることが重要であると指摘されていたが、第２報では、その工夫の効果を 

模型実験により検討した結果を踏まえ、形状が提案された。 

【国総研技術速報No,１ 粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討【第２報】より】 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

陸側法尻の強化 

※基礎処理により補強 

陸側法留コンクリートの補強 

※弱点となる勾配変化部を一体構造物化 

  して強化 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

● 裏法尻での洗掘対策の効果 

【国総研技術速報No,１ 粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討【第２報】より】 



２．プレキャスト化への対応 
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開発コンセプト・製品規格・施工手順 



● 復興が抱える問題点 

 ※日経コンストラクション（2012.12.10）掲載記事 

想定を上回るコンクリート不足が深刻化し、コスト増でも、工期遅延を防止するため 

コンクリート２次製品などへの転換が推進されている。 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



東日本大震災 

における 

海岸堤防の復旧 

 
 

● 工事資機材の逼迫 
 

● 技能労働者の確保 
 

● 工程の遅延 

復旧における課題  
 

● 建設資機材の低減 
 

● 作業の省力化 
 

● 工程の削減  

開発コンセプト 

平成２１年度準推奨技術 
（新技術活用システム検討会議（国土交通省）） 

NETIS CB-990024-V 

河川護岸用プレキャスト基礎工に着目 
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ベースブロック 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

● 開発経緯 



● ベースブロック（海岸堤防タイプ）製品規格 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

① 2.0割勾配用と3.0割勾配用の2タイプを規格化した。 

② 吊上・運搬を考慮して製品長 L=2.0ｍとした。 

③ 中詰めCo打設作業を考慮して、投入口を大きく確保した。 



● ベースブロック（海岸堤防タイプ）施工手順 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

１．吊上設置作業 ２．中詰めコンクリート打設 

中詰コンクリート 



● ベースブロック（海岸堤防タイプ）施工手順 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

３．均し作業・養生 ※中詰材投入（例） 

500 

500 

中詰コンクリート 

中詰材 



３．実績紹介 

15 

採用経緯・従来工法との違い 



● 実績紹介 

国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所 

仙台湾南部海岸（深沼南、深沼北工区）復旧工事 他 

発注官庁 

物件名 

納入場所 宮城県仙台市 

ベースブロック（海岸堤防タイプ） 製品名 

（H）1000／1500×（B）2250×（L）2000 W= 2,390 kg サイズ 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 
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 被災状況 （国土交通省HPより引用） 



● 宮城県における海岸堤防復旧事業位置図 

仙
台
南
部
海
岸 

宮城県仙台市宮城野区 

亘理群山元町 

七北田川 

名取川 

阿武隈川 

仙台空港 

仙台海岸（深沼北）L=3,850m 

仙台海岸（深沼南）L=3,902m 

名取海岸 L=4,077m  

岩沼海岸 L=9,214m 

山元海岸 L=8,046m 

亘理・山元農地海岸 
L=5,773m 

※鳥の海海岸除く 

荒浜漁港海岸 

深沼漁港海岸 

閖上漁港海岸 

宮城県 

総 

延
長
約
60

km 

 

工
事
区
間
約 

35 

km 

【
 

【
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国
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所
管 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● 発 注 図 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● 提案から採用されるまでのフロー 

現場打ち基礎工として発注 

資材・技能労働者不足による工期遅延が懸念 

施工者からのＶＥ提案 

発注者側での協議 

設 計 変 更 

19 

製品採用 

※本現場では、基礎工の構築を先行して進めないと堤体盛土作業  

  を行えない事から、生コンの供給不足による工程遅延が懸念さ 

  れていた。 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● 従来工法のデメリット（現場打ち） 
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型組・撤去・養生及びスパン施工が必要 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● プレキャスト製品のメリット（プレキャスト対応） 
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連続施工が可能 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● プレキャスト製品のメリット（プレキャスト対応） 
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先行して法面整形が可能 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



● 完成状況 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



４．活用効果 
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製品効果・工程比較・実績件数・施工事例 



工 期 短 縮 

施 工 性 向 上 

品 質 向 上 

省 資 源 化 

プレキャスト製品を型枠代わりにして基礎工の構築が図れる形
状とし、連続施工を可能とした。 

品質管理されたコンクリート２次製品であるため、品質の安定
性が確保できる。 

型枠廃材等の削減により省資源化が図れ、中詰め材に、現地
発生殻等を再利用することも可能とした。 

製品設置後、供給に応じて生コン打設が可能となり、中詰コン
クリート打設前でも、堤体の法面成型を先行して対応でき、工
程の遅延を防止し、工期短縮が図れる。 

● 活用効果 

省人化・省力化 
型枠工・鉄筋工等の熟練作業を不要としたことにより、省人化
が図れ、機械化施工により省力化が図れる。 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 



従来技術 

新技術 
70％工期短縮 

を実現！ 

13 日 

4 日 

【 延長 100m当り 】 
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粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

● 従来技術と新技術の工程比較 



３件 

全国実績：130件 

（総延長：約36.0 km） 

１２０件 

３件 

３件 

１件 
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都道府県 ２割勾配用 ３割勾配用 合 計 

青森県   ３  ０   ３ 

宮城県  ９１ ２９ １２０ 

福島県   ３  ０   ３ 

茨城県   ３  ０   ３ 

静岡県   １  ０   １ 

合 計 １０１ ２９ １３０ 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

● 実 績 



平成26年度 駿河海岸川尻堤防補強工事 

国土交通省静岡河川事務所 

工 事 名 

発注官庁 

納入場所 静岡県榛原郡吉田町 

ベースブロック（海岸堤防タイプ）＋Ｌ形擁壁 製品規格 
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工事概要 国総研の考え方に準拠した「粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構
造」による海岸堤防工事である。 

 基礎部の水平距離を１．０ｍとしていたが、国総研の考え方に準拠
し、基礎工前面側を地盤改良の代替え工法として、コンクリート打設
により２．０ｍの平場を確保する事となった。 

はいばら 

施工延長 Ｌ＝１２０ｍ 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

● 実績紹介 



● 施工断面図 

法尻部水平距離 

L=2000 

海 側 
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陸 側 

施工場所 

駿河湾 掛川市 

牧ノ原市 

焼津市 

島田市 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

● 施工場所 
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施 工 前 ベースブロック据付 

コンクリート打設前 完 成 

粘り強く効果を発揮する海岸堤防基礎工のプレキャスト化 

● 施工状況 



５．その他製品紹介 
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・ノンステージング工法＋笠コンウォール実績紹介 

・矢板式係船岸「ポートウォール」実績紹介 

 



発注官庁 

物件名 

納入場所 

ノンステージング工法による笠コンウォール特殊施工 製品名 

広域河川堀川改修工事 

名古屋市緑政土木局河川部 

愛知県名古屋市中川区 
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その他製品紹介 

● 実績紹介 



【鋼矢板・ハット形鋼矢板対応】 【鋼管矢板対応】 

● 笠コンウォールとは 
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 鋼管・鋼矢板における大型笠コンクリート工のプレキャスト化を実現した工法 

その他製品紹介 
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● 計画断面図 

その他製品紹介 

川幅 20.0m 



● 施工状況 

 １．施工前  ２．製品搬送 

 ３．製品吊上  ４．設置完了 
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その他製品紹介 



● 実績紹介 

東部地方振興事務所 

女川漁港-7.0m岸壁外災害復旧工事 他 

発注官庁 

物件名 

納入場所 宮城県牡鹿郡女川町 

ポートウォール 製品名 

（H）2350×（B）1100×（L）2400 W=3,400 kg サイズ 

女川漁港 
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その他製品紹介 



● 製品規格 

製品図 断面図 
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その他製品紹介 



● 施工状況 

 １．架台設置  ２．製品設置 

 ３．コンクリート打設  ４．完 成 
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その他製品紹介 



● プレキャスト製品の役割と期待出来る効果 

最後に 

プレキャスト製品 

施工性向上 

工期短縮 

品質向上 

省資源化 

省 力 化 

機能性向上 

コンクリート２次製品 

役割・効果 

 プレキャスト製品の役割・効果として、工期短縮・施工性向上、省人化省力 

化をはじめとして、機能性・品質の向上や環境への配慮が期待出来ます。 

 今後についても、現場打ちからプレキャスト製品へ変更する事により、現場 

で発生した問題の解決策として活用できるようニーズに合った提案を行って 

行きたいと考えています。 
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